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住民と専門機関が協働して、地区の課題に対応できる地域

をつくるために、地区課題解決のプラットフォームづくりをする三者連携の取組みです。

関係機関や地域住民の皆さまにご参加いただき、住民のニーズや困りごとの解決について話し合う

「困りごとワーキング」を随時開催しています。

これまでに「要介護認定は受けてるけど、まだ介護保険のサービスは利用したくない」「最近、70

歳過ぎてから家事デビューする男性が増えているらしいよ」などの情報が寄せられ、様々な団体の協

力をいただきながら「お気軽お掃除ウォーキング」や「男の家事入門講座」などを実施しています。

今回は、困っている方を食で支援し、上馬地区内の食の循環による地区課題解決の取り組みを中心

にご紹介いたします。
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駒大からコロナの影響でアルバイトが出来ず生活に支障が
出ている学生が3000人いるというお話を聞きました。地域
の皆さまにも是非応援していただきたいという依頼があり、
上馬地区の地区サポーターの集まりの「なんじゃもんじゃの
会」の協力のもと、食材集めを実施しました。周知は区の掲
示板のほか、上馬地区内の５町会の協力が得られ「町会回覧
を見ました！」という方々が多く来所され、「次回はいつや
るんですか」というお問い合わせもいただき、平和協会さん
は、職場ぐるみで参加してくださいました。

町会回覧と掲示板で告知

食材を集めるのと同時にボラン
ティアも募集しました。当日は、
駒大生４名と、上馬地区内の就
労移行支援事業所の利用者と職
員10名が参加し、なんじゃも
んじゃの会からは5名、上馬地
区社協から1名など合計21名、
食材の寄付者は29名でした。

２つの「参加」の形 合計466点集まりました

令和4年7月15日（金）に上馬まちづくりセンターにて、食料品を集めました



地域の皆さんか
らのコーナーが
設けられ、世田
谷区社会福祉協
議会、上馬地区
内の子ども食堂
と一緒に食材が
並べられました

地域コーナー

新聞にも取り上げられました

学生たちに届ける

令和4年7月20日（水）から22日（金）まで、駒澤大学で食料品配布がありました

「こんなに地域の住民の皆さんが自分たちのことを応援して
くれているというのは、大学に通っているだけではわからな
い貴重な体験になった」

「他の団体との情報交換や交流も持て、お互いのやっている
ことを知れて顔見知りの関係になれたことが嬉しかった」

「自分たちも地域のために貢献したい」

「集める」に参加した駒澤大学の学生や職員の声
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上馬困りごと検討会に
参加してみませんか？

上馬地区のために・・・

●地域課題について話し合いたい

●活動に参加して地域貢献したい

●団体同士のつながりを深めたい

など

一緒に地域の困りごとの解決に取
り組んでくださる団体を募集して
います！

作戦会議
進行中

令和4年7月28日（木）

前回参加された方や、近隣の
民生委員さん、町会の方と、ま
ちセン、あんすこ、社協の総勢９
名で会場の下見を兼ねて
「ファーム上馬」で次回の開催に
ついて作戦会議を持ちました！

前回参加者からは「男性同士知
らないことを聞くのにプライドが
あると思うが、参加された方は
協力して知らないことを分け
合って一緒の時間を過ごしてい
た。こういう場があるのはいいこ
とだと思った。」「身内にはプライ
ドがあって聞けないのだと思う。
むしろ他人同士のほうが、わか
らないことを聞いたりするハード
ルが低い気がする」「ふれあい
訪問の一人暮らしの高齢男性
はほとんどの人が食事作りに
困っている。こういう場があれば、
民生委員としても誘いやすい。」
など話し合い、右図のような
企画をいたしました。
ただいま作戦進行中です!!

前回は３月1日（火）に地域サロン『オアシス』をお借りして、

美味しいお米のとぎ方炊き方について皆さんで実演しな
がら「買い物あるある」などで盛り上がりました！


